
 

 

 

（注）ナウマンゾウは発見されておりません。 

 

こ

ん

に

ち

は

。

市

議

会

議

員

の

上

甲

で

す

。

日

に

日

に

真

夏

へ

と

向

か

っ

て

い

っ

て

い

る

よ

う

で

す

。

季

節

の

変

わ

り

目

、

体

調

管

理

に

は

十

分

お

気

を

付

け

く

だ

さ

い

。 

さ

か

そ

う

通

信

 

号

、

ま

ず

お

詫

び

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

 

お

詫

び 

先

月

お

届

け

い

た

し

ま

し

た

「

さ

か

そ

う

通

信

 

号

」

に

誤

り

が

あ

り

ま

し

た

。

 

子

ど

も

通

院

医

療

費

『

無

料

』

と

書

き

ま

し

た

の

は

、

正

し

く

は

『

助

成

』

で

し

た

。

小

学

６

年

生

以

下

の

お

子

さ

ん

は

、

そ

の

月

の

初

回

、

二

回

目

の

診

療

に

は

５

百

円

が

必

要

で

す

。

５

百

円

を

超

え

る

部

分

は

助

成

さ

れ

ま

す

。

阪

南

市

で

は

助

成

制

度

は

７

月

ス

タ

ー

ト

さ

れ

ま

す

。

 

正

し

い

情

報

を

市

民

の

皆

様

に

お

伝

え

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

に

、

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

誤

り

で

す

。

申

し

訳

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

今

後

、

こ

の

よ

う

な

こ

と

の

無

い

よ

う

、

十

分

気

を

付

け

て

ま

い

り

ま

す

。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上

甲

 

誠

 

       

     

今

回

の

「

さ

か

そ

う

通

信

」

で

は

阪

南

市

の

長

～

い

歴

史

の

中

で

興

味

深

い

も

の

を

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

し

て

み

た

い

と

思

い

ま

す

。

 

 【

阪

南

市

マ

ニ

ア

向

け

年

表

】 

 
蓮
池
近
く
で
人
が
生
活 

 

波

太

神

社

の

西

北

に

蓮

池

（

は

す

い

け

）

が

あ

り

ま

す

。 

蓮

池

の

底

か

ら

旧

石

器

時

代

の

ヤ

リ

の

先

の

石

器

が

発

見

さ

れ

て

い

ま

す

。

蓮

池

は 

 

世

紀

に

池

に

整

備

さ

れ

ま

し

て

、

そ

れ

ま

で

は

台

地

の

一

部

で

し

た

。

池

底

に

散

布

す

る

遺

物

を

総

合 

す

る

と 

旧

石

器

時

代

、 

縄

文

、

弥

生

、 

古

墳

時

代

と

各 

時

代

の

も

の

が 

混

在

す

る

の

で

、 

今

よ

り

一

万

年

前 

か

ら

こ

の

近

辺

で 

脈

々

と

人

々

の 

生

活

が

営

ま

れ 

て

い

た

事

が 

分

か

り

ま

す

。 

ま

た

、 

古

墳

時

代

に

阪

南

市

で

は

石

工

集

団

が

い

ま

し

て

、

古

墳

の

石

棺

な

ど

を

作

っ

て

い

た

よ

う

で

す

。

「

箱

作

」

の

地

名

の

由

来

と

も

言

わ

れ

ま

す

。

箱

作

、

現

在

の

泉

ヶ

丘

に

は

前

方

後

円

墳

も

あ

り

ま

し

た

が

戦

後

宅

地

開

発

に

よ

っ

て

消

滅

し

ま

し

た

。 

鳥
取
荘
・

箱
作
荘
が
自
治 

西

暦

一

〇

一

二

年

、

和

泉

国

で

荒

れ

た

田

を

き

っ

ち

り

開

発

し

ま

し

ょ

う

と

命

令

が

出

た

こ

と

を

皮

切

り

に

荘

園

制

と

い

う

自

治

制

度

が

で

き

ま

す

。

阪

南

市

で

は

鳥

取

荘

・

箱

作

荘

（

「

筥

作

」

と

い

う

字

で

し

た

）

の

二

つ

の

荘

園

が

あ

り

ま

し

た

。 

実

は

こ

の

こ

ろ

の

資

料

が

乏

し

く

、

詳

し

く

内

容

が

は

っ

き

り

し

て

お

り

ま

せ

ん

。

 

平

成

 

年 

昭

和

 

年 

明

治

 

年 

３

百

年

前 

４

百

年

前 

４

百

年

前 

９

百

年

前 

１

千

年

前 

１

万

年

前 

ま

ち

づ

く

り

元

年 

鳥

取

ダ

ム

水

害

発

生 

箱

作

・

波

有

手

小

学

校 

色

ん

な

産

業

が

活

発

化 

舞

に

ダ

ン

ス

集

団 

織

田

信

長

、

波

太

神

社

へ 

天

皇

が

何

度

も

熊

野

詣 

鳥

取

荘

・

箱

作

荘

が

自

治 

蓮

池

近

く

で

人

が

生

活 
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天
皇
が
何
度
も
熊
野
詣 

 

西

暦

一

〇

七

三

年

、

第

 

代

天

皇

で

あ

る

白

河

天

皇

が

即

位

し

て

以

降

、

た

く

さ

ん

の

天

皇

が

熊

野

詣

を

さ

れ

て

お

り

ま

す

。
（

ち

な

み

に

今

上

天

皇

陛

下

は

第

 

代

天

皇

で

あ

ら

れ

ま

す

）

天

皇

の

ご

一

行

は

京

都

か

ら

舟

で

淀

川

を

下

り

、

難

波

か

ら

堺

に

出

て

、

ほ

ぼ

阪

和

線

に

沿

っ

て

南

下

し

、

山

中

渓

山

中

渓

山

中

渓

山

中

渓

を

通

り

紀

伊

に

抜

け

て

い

き

ま

し

た

。

「

あ

り

の

熊

野

詣

で

」

と

言

わ

れ

る

よ

う

に

数

十

人

の

行

列

で

す

。 

回

数

は

白

河

上

皇

９

回

、

鳥

羽

上

皇

 

回

、

後

白

河

上

皇

 

回

、

後

鳥

羽

上

皇

 

回

で

す

。

熊

野

詣

の

目

印

で

あ

る

「

九

十

九

王

子

」

が

山

中

渓

に

２

か

所

残

っ

て

い

ま

す

。

「

地

蔵

堂

王

子

」

と

「

馬

目

王

子

」

が

そ

れ

で

す

。 

織
田
信
長
、
波
太
神
社
へ 

 

西

暦

一

五

七

七

年

、

織

田

信

長

は

石

山

本

願

寺

（

今

の

大

阪

城

）

を

倒

す

た

め

に

、

ま

ず

和

歌

山

の

雑

賀

（

さ

い

か

）

衆

を

抑

え

よ

う

と

和

泉

・

河

内

に

出

兵

し

ま

す

。

泉

佐

野

ま

で

来

た

一

行

は

山

手

チ

ー

ム

と

浜

手

チ

ー

ム

の

二

手

に

分

か

れ

和

歌

山

を

目

指

し

ま

す

。

山

手

チ

ー

ム

は

佐

久

間

信

盛

、

豊

臣

秀

吉

、

荒

木

村

重

、

別

所

小

三

郎

な

ど

。

浜

手

チ

ー

ム

は

滝

川

一

益

、

明

智

光

秀

、

丹

羽

長

秀

、

細

川

藤

孝

な

ど

豪

華

キ

ャ

ス

ト

で

す

。 

山

手

メ

ン

バ

ー

は

先

に

紀

ノ

川

渡

口

ま

で

到

着

。

し

か

し

浜

手

メ

ン

バ

ー

は

淡

輪

か

ら

先

、

ち

ょ

っ

と

手

こ

ず

り

ま

す

。

信

長

は

後

か

ら

淡

輪

に

到

着

し

ま

す

が

、

状

況

を

見

て

、

少

し

戻

っ

て

阪

南

市

の

波

太

神

社

波

太

神

社

波

太

神

社

波

太

神

社

で

本

陣

を

張

り

ま

し

た

。 

舞
に
ダ
ン
ス
集
団 

 
 

世

紀

、

現

在

の

「

貝

掛

中

」

交

差

点

の

コ

ス

モ

石

油

さ

ん

辺

り

で

し

ょ

う

か

、

 

「

舞

村

」

と

い

う

小

さ

い

村

が

あ

り

ま

し

た

。

 

波

太

神

社

波

太

神

社

波

太

神

社

波

太

神

社

に

歌

・

舞

を

奉

納

し

て

い

た

集

団

が

住

ん

で

い

た

と

考

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

 

色
ん
な
産
業
が
活
性
化 

 

江

戸

時

代

に

は

瓦

産

業

、

和

泉

砂

岩

を

使

っ

た

石

工

の

活

躍

、

サ

ト

ウ

キ

ビ

を

育

て

 

泉

州

砂

糖

の

生

産

、

 

木

綿

を

育

て

て

 

綿

織

物

の

製

造

 

な

ど

た

く

さ

ん

 

の

産

業

が

活

性

 

化

し

ま

し

た

。

 

箱
作
・

波
有
手
小
学
校 

 

明

治

８

年

に

箱

作

小

学

校

・

波

有

手

小

学

校

が

出

来

た

の

を

皮

切

り

に

、

こ

れ

ま

で

 

 

年

間

、

阪

南

市

に

は

子

ど

も

達

の

教

育

環

境

を

守

る

学

校

が

た

く

さ

ん

出

来

ま

し

た

。

現

在

、

少

子

化

の

た

め

、

ま

た

子

ど

も

達

の

教

育

環

境

改

善

の

た

め

、

市

内

小

中

学

校

の

整

理

統

合

計

画

が

進

ん

で

い

ま

す

。

 

鳥
取
ダ
ム
水
害
発
生 

 

昭

和

 
年

 

月

 

日

、

鳥

取

池

（

現

在

の

鳥

取

ダ

ム

）

が

決

壊

し

ま

し

た

。

局

地

的

豪

雨

と

、

戦

時

中

の

森

林

の

乱

伐

、

そ

し

て

池

自

体

が

戦

時

中

の

不

足

が

ち

な

資

材

で

築

造

さ

れ

弱

か

っ

た

こ

と

な

ど

悪

条

件

が

重

な

り

、

山

崩

れ

と

共

に

大

洪

水

が

起

き

ま

す

。

行

方

不

明

者

 

名

、

牛

 

頭

が

死

亡

、

多

く

の

家

や

田

畑

、

橋

梁

が

流

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

昭

和

 

年

に

復

旧

工

事

着

手

、

農

業

用

ダ

ム

と

し

て

昭

和

 

年

に

完

成

し

ま

し

た

。

 

ま
ち
づ
く
り
元
年 

 

本

年

、

平

成

 

年

度

を

阪

南

市

長

は

「

ま

ち

づ

く

り

元

年

」

と

位

置

づ

け

、

様

々

な

施

策

に

取

り

掛

か

っ

て

い

ま

す

。

 

 

今

回

「

阪

南

町

史

」

を

紐

解

く

中

、

素

敵

な

文

が

載

っ

て

ま

し

た

の

で

披

露

し

ま

す

。

 

 

阪

南

町

（

市

）

は

瀬

戸

内

海

の

東

端

、

大

阪

湾

に

臨

み

、

和

泉

山

脈

の

北

斜

面

に

位

置

す

る

た

め

、

気

候

は

瀬

戸

内

式

気

候

に

属

し

、

温

暖

で

比

較

的

雨

量

が

少

な

く

、

わ

が

国

で

も

晴

天

の

多

い

と

こ

ろ

。

ま

た

山

を

負

い

海

に

臨

む

本

町

（

市

）

の

地

形

環

境

に

よ

っ

て

、

大

気

の

め

ぐ

り

も

良

く

、

空

気

が

清

ら

か

で

風

光

明

媚

な

生

活

環

境

で

あ

る

。

 

 

歴

史

か

ら

見

て

も

、

多

く

の

可

能

性

を

秘

め

た

阪

南

市

、

こ

れ

か

ら

も

大

切

に

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 

最
後
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。 

ブ
ロ
グ

・
上
甲
誠
後
援
会
も
含
め
て
、
阪
南

市
議
会
議
員 

上
甲 

誠
を
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

阪
南
市
議
会
議
員 

上
甲 

誠 

http://mac-joe.net/ 
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